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綾おどりを舞う童女たち

主な内容

●特集　かんこ踊り

●町指定ゴミ収集袋

　　　10月から希望小売価格を改定

●災害に強いまちを目指して



８
月
15
日
の
夜
、
麻
加
江
慶
林

寺
の
境
内
で
行
わ
れ
る
か
ん
こ
踊

り
に
は
、
毎
年
多
く
の
人
が
訪
れ
、

優
雅
な
舞
に
一
同
酔
い
し
れ
る
。

口
上
を
封
切
り
に
、
提
灯
持
ち

を
先
頭
と
し
た
大
名
行
列
が
入
場

し
、
入
り
場
付
、
五
所
お
ど
り
、

念
仏
お
ど
り
、
綾
お
ど
り
と
夜
遅

く
ま
で
舞
い
続
け
る
。

音
頭
と
り
と
ほ
ら
貝
な
ど
の
音

色
に
合
わ
せ
て
、
腰
蓑
や
シ
ャ
グ

マ
を
つ
け
た
青
年
男
子
が
か
ん
こ

を
鳴
ら
し
て
踊
る
勇
壮
な
舞
い
と
、

花
笠
を
か
ぶ
り
タ
ス
キ
を
あ
や
ど

っ
た
童
女
の
綾
竹
を
使
っ
た
、
愛

ら
し
い
舞
い
を
見
る
と
、
不
思
議

と
胸
に
染
み
入
る
も
の
が
あ
る
。

今
年
は
、
小
学
５
年
以
上
の
20

名
あ
ま
り
の
青
年
男
子
と
小
学
６

年
以
下
の
18
名
の
童
女
が
踊
り
、

中
踊
り
は
中
学
１
年
の
山
本
猛
さ

ん
が
舞
っ
た
。

踊
り
は
、
麻
加
江
の
秘
伝
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
以
前
は
練
習
を

踊
り
場
と
い
わ
れ
る
場
所
で
、
長
男

の
み
が
行
っ
て
い
た
が
、
今
で
は

麻
加
江
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
。

初
盆
の
数
だ
け
燈
籠
な
ど
を
飾

る
盆
供
養
の
ほ
か
、
五
穀
豊
穣
を

祈
り
行
わ
れ
て
い
る
。

歴
史
の
重
さ
を
知
る

か
ん
こ
踊
り
の
役
割
表
を
見
る

と
、
区
民
が
総
出
で
名
前
を
連
ね

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
麻
加

江
出
身
の
人
は
少
な
く
と
も
一
度

は
、
踊
り
を
舞
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

練
習
と
本
番
の
短
い
期
間
に
、
長

老
の
人
か
ら
踊
り
を
教
え
て
も
ら

い
舞
う
と
い
う
こ
と
は
、
貴
重
な

時
間
で
あ
り
、
今
ま
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
も
の
を
引
継
ぐ
と
い
う

点
に
お
い
て
、
緊
張
の
一
時
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
教
え
る
者
の
生

き
生
き
と
し
た
姿
、
教
わ
る
者
の

真
剣
な
眼
差
し
が
、
脳
裏
に
焼
き

つ
く
。
そ
し
て
、
ま
た
次
の
世
代

へ
と
引
継
い
で
い
く
た
め
の
大
切

な
準
備
の
時
間
と
な
る
の
で
あ
る
。

続
け
る
こ
と
の
難
し
さ

以
前
は
、
精
霊
ま
つ
り
の
行
事

と
し
て
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

今
で
は
町
内
に
お
い
て
麻
加
江
の

み
が
当
時
の
お
も
か
げ
を
残
し
、
踊

り
続
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

麻
加
江
の
か
ん
こ
踊
り
の
起
源

は
天
保
年
間
と
い
わ
れ
る
が
不
明

で
、
昭
和
35
年
ま
で
の
長
い
間
、

続
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
一
度

途
切
れ
は
し
た
も
の
の
、
昭
和
47

年
に
麻
加
江
区
民
に
よ
り
区
行
事

と
し
て
異
例
の
復
活
を
遂
げ
た
。

文
化
を
守
る

保
存
会
と
い
う
形
式
を
取
ら
ず
、

区
行
事
（
区
の
出
合
い
）
と
し
て

保
存
し
て
行
こ
う
と
し
た
の
に
も
、

永
遠
に
続
け
た
い
と
い
う
区
民
の

強
い
思
い
が
集
結
し
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。

保
存
会
で
は
す
た
れ
て
し
ま
う
、

区
を
挙
げ
て
守
っ
て
い
こ
う
、
そ

ん
な
区
民
の
思
い
が
昭
和
54
年
の

町
指
定
無
形
文
化
財
へ
の
指
定
に

つ
な
が
り
、
文
化
を
守
る
力
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
地
域
の

力
が
文
化
を
守
り
、
次
の
世
代
の

子
ど
も
達
へ
の
財
産
を
も
守
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
お
辞
儀
を
す
る
童
女
の

姿
に
は
、
踊
り
終
え
た
達
成
感
と

感
謝
の
気
持
ち
、
そ
れ
か
ら
訪
れ

た
観
客
に
来
年
も
ま
た
会
い
ま
し

ょ
う
と
い
う
無
言
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
投
げ
か
け
て
い
た
。

特 

集

―
町
指
定
無
形
文
化
財
―

か
ん
こ
踊
り

か
ん
こ
踊
り

特 

集

薄化粧をして
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

世
古 

武
治
さ
ん

昔
は
、
８
月
７
日
か
ら
２
週
間

ぐ
ら
い
、
強
制
的
に
練
習
さ
せ
ら

れ
た
。
踊
り
や
っ
た
ら
、
拍
子
の

打
つ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
手

の
格
好
を
習
っ
て
・
・
・
。
大
変

え
ら
か
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
が
音

頭
で
も
踊
り
で
も
何
で
も
で
き
た
。

今
は
、
練
習
が
厳
し
い
と
、
踊

り
手
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
。
や

る
気
の
あ
る
者
は
、
練
習
が
終
わ

っ
て
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
と
聞
き

に
来
る
け
ど
な
。

若
い
子
ら
に
は
、
無
理
や
り
に

で
も
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が

ら
続
け
て
い
っ
て
欲
し
い
。
私
も
、

自
分
の
代
わ
り
に
教
え
る
人
を
探

し
て
い
る
。
前
年
に
踊
っ
た
子
ど

も
に
教
え
よ
と
言
っ
て
も
、
翌
年

に
は
忘
れ
て
し
ま
う
も
ん
な
。
後

継
者
を
探
さ
な
い
か
ん
な
。

山
本　
　

猛
さ
ん

小
学
５
年
か
ら
踊
り
始
め
て
、

今
年
は
３
年
目
で
し
た
。
中
踊
り

で
初
め
て
シ
ャ
グ
マ
を
着
け
て
踊

っ
た
ん
や
け
ど
、
首
や
の
ど
が
痛

か
っ
た
。

毎
晩
、
大
人
の
方
に
教
え
て
も

ら
っ
て
、
練
習
の
成
果
は
発
揮
で

き
た
。
自
分
で
は
、
う
ま
く
踊
れ

て
良
か
っ
た
と
思
う
。

確
か
に
練
習
は
え
ら
い
け
ど
、

か
ん
こ
踊
り
が
麻
加
江
に
あ
る
の

は
良
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
続
け
て
い
け
た
ら
良
い
な

ぁ
。
僕
も
、
ず
っ
と
参
加
し
続
け

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

まめ知識

■かんこ（羯鼓）
本来は雅楽の左方の楽で使われる
羯鼓のことで、比較的小さい胴の長
い締め太鼓をいう。「かっこ」がな
まって「かんこ」となった。麻加江
のかんこ踊りでは、腹につけ両面の
皮を両手のばちで打ち音を出す。
普段は、各家の蔵などに保管され、
踊りの時には区へと貸し出される。

■シャグマ
馬の毛を赤い絹糸で束ね
た冠のこと。かなりの重さ
があり長時間つけて踊るの
はかなり大変である。また
踊りの合間にうちわで押さ
えるのは毛並みを整えるた
め。
普段は、逆さ吊りにして
保管している。

■綾竹
４０ほどの色紙で彩
った２本の棒のこと。中
には小石が入っており、
振ると音がする。
麻加江区では、現在老
人会の方たちにより作ら
れている。

シャグマを整える世古武治さん

中踊りを舞う山本猛さん
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町
で
は
、
環
境
保
全
へ
の
配
慮
、

ご
み
の
適
正
な
分
別
、
危
険
物
の

混
入
防
止
な
ど
を
目
的
に
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
平
成
13

年
４
月
か
ら
町
指
定
収
集
袋
に
よ

る
ご
み
収
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
要
望

の
あ
り
ま
し
た
町
指
定
収
集
袋
の

価
格
に
つ
い
て
、
町
商
工
会
（
総

括
取
扱
店
）、
製
造
業
者
の
ご
協

力
に
よ
り
希
望
小
売
価
格
を
改
定

し
ま
す
。

希望小売価格（消費税等込み）　平成16年10月から
［１袋10枚入り］

住　所 小売取扱店 住　所 小売取扱店 住　所 小売取扱店

注連指 注連指ふれあいの店 棚 橋 大喜多商店 大野木 若宮電工

田 口 しづ子美容院 棚 橋 広美屋商店 大野木 いせしま森林組合

田 口 山根鈑金塗装 棚 橋 中村商店 大野木 ＪＡ伊勢農協度会支店

麻加江 伊勢農協度会支店中川 棚 橋 ㈱丸井鉄工所 大野木 ㈱ケアーズサニーロード店

麻加江 ㈲世古林業 棚 橋 北山商店 葛 原 コメリハード＆グリーン度会店

麻加江 中村圭男 棚 橋 理容オカムラ 葛 原 ㈲コウネンサークルＫ度会大野木店

坂 井 高橋建築 棚 橋 岡村石油店 葛 原 オークワ度会店

長 原 菓子重・北村石油店 棚 橋 浜口クリーニング 下久具 ㈲倉田建設

長 原 丸山石油店 棚 橋 ㈲尾崎電化センター 下久具 ヘアーサロンキモト

長 原 中村満男 棚 橋 岡村石材店 上久具 中村武司

長 原 北村長次郎商店 棚 橋 Ｃ・Ｐ・Ｓくりはら 当 津 ㈲尾崎水道

立 花 今ケ瀬商店 棚 橋 ネイション産業㈱ 川 口 西井商店

鮠 川 馬瀬電機 棚 橋 山北美容院 中之郷 伊勢農協度会支店小川郷

立 岡 山西商会 棚 橋 丸中製茶 小 川 中井商店

大久保 舟瀬商店 大野木 西金商店 小 川 岡出建築工房

平 生 鳥羽酒店 大野木 ㈲中野鈑金 脇 出 伊勢農協度会支店一之瀬

牧 戸 井戸本商店 大野木 サロンド宏香 脇 出 喫茶セト

牧 戸 ㈲テクノサービスサカタニ 大野木 グッディ度会店 脇 出 ヘアーサロン大釈

棚 橋 釜谷商店 大野木 ＰＡＬ 南中村 中野商会

町
指
定
ご
み
収
集
袋

１０
月
か
ら
希
望
小
売
価
格
を

改
定
し
ま
す

町
指
定
ご
み
収
集
袋

１０
月
か
ら
希
望
小
売
価
格
を

改
定
し
ま
す

もえるごみ用（可燃物）　　45　150円  110円
もえるごみ用（可燃物）　　35　130円  100円
もえるごみ用（可燃物）　　20　100円  85円
プラスチック容器包装類用　45　150円  110円

ごみ収集のようす

※希望小売価格
独占禁止法の規定により、町が販売価格の統一をすることはできません。希望小売価
格は参考として示すもので、各小売取扱店は自由に販売価格の設定ができます。

購入は町内の指定小売取扱店で（平成１６年８月２０日現在）
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町民文化祭開催の

　　　　　お知らせ

家屋調査に

　　ご協力を

町民文化祭
『芸能発表会』出場者
　　募集のお知らせ

第
24
回
町
民
文
化
祭
を
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
場

下
さ
い
。

▽
開
催
日
時

11
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
作
品
展
（
両
日
）

・
芸
能
発
表
会
（
14
日
）

▽
開
催
場
所

町
民
体
育
館
・
度
会
中
学
校
体

育
館
・
町
中
央
公
民
館

内
容
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
別

途
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
作
品
応

募
の
締
め
切
り
は
10
月
下
旬
の
予

定
で
す
。
な
お
、
応
募
資
格
は
町

内
在
住
、
在
勤
、
公
民
館
活
動
者

に
限
り
ま
す
。

▽
問
合
先

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（

６
２
―
２
４
２
２
）

町
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

11
月
14
日
（
日
）
に
開
催
予
定
の

町
民
文
化
祭
『
芸
能
発
表
会
』（
度

会
中
学
校
体
育
館
）
へ
の
出
場
者

を
募
集
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

９
月
15
日
（
水
）

▽
出
場
資
格　

町
内
外
の
公
民
館

や
関
連
施
設
で
常
時
活
動
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
所
属
し

て
い
て
、
町
内
在
住
者
で
あ
る

こ
と

▽
そ
の
他

・
出
場
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、

実
行
委
員
会
で
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

・
会
場
の
都
合
で
、
希
望
さ
れ
る

装
置
の
手
配
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す

・
出
場
は
１
人
１
種
目
と
し
、
歌

に
つ
い
て
は
２
コ
ー
ラ
ス
ま
で

と
し
ま
す

▽
申
込
・
問
合
先

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（

６
２
―
２
４
２
２
）

今
年
も
、
固
定
資
産
税
の
基
に

な
る
家
屋
調
査
の
た
め
、
税
務
課

職
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
対
象
者

は
平
成
16
年
中
に
家
屋
を
新
築
・

増
築
さ
れ
た
人
で
す
。

あ
な
た
の
家
に
税
務
課
職
員
が

お
伺
い
し
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

家
屋
調
査
の
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
調
査
日
時
の
連
絡

職
員
が
直
接
お
伺
い
し
て
、
日

時
の
決
定
を
し
ま
す
。（
留
守
の

場
合
は
、
文
書
・
電
話
な
ど
で
連

絡
し
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
都
合

の
よ
い
日
時
を
連
絡
し
て
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。）

②
家
屋
調
査

調
査
当
日
、
対
象
家
屋
内
の
各

部
屋
（
押
入
も
含
む
）
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
調
査
内
容
は
、

主
に
使
用
さ
れ
て
い
る
材
質
や
水

廻
り
関
係
（
台
所
・
便
所
・
浴
室
）

の
設
備
な
ど
で
す
。

③
家
屋
評
価
額
の
算
出

家
屋
調
査
後
、
調
査
し
た
内
容

を
国
の
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
家

屋
全
体
の
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

④
17
年
度
の
固
定
資
産
税
に
反
映

算
出
し
た
家
屋
評
価
額
に
標
準

税
率
１
．
４
％
を
乗
じ
た
固
定
資

産
税
額
を
17
年
度
か
ら
課
税
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
問
合
先

役
場
税
務
課
（

６
２
―
２
４

１
４
）

町民文化祭開催の

　　　　　お知らせ

家屋調査に

　　ご協力を

昨年の作品展のようす

新築家屋
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Vol.6

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
し
、
そ
の
時
に
家
族
が
い

っ
し
ょ
に
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
時
に
備
え
て
、
災

害
時
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
家

族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き

は
、
ど
う
す
る
か
を
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
い
つ
も

家
族
の
行
動
や
連
絡
先
を
把
握
し

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

①
危
険
箇
所
の
点
検

家
の
中
・
外
に
あ
る
危
険
箇
所

の
点
検
を
行
う
。

・
屋
内
の
家
具
を
固
定
し
、
転
倒

防
止
な
ど
の
措
置
を
す
る
。

・
小
棚
や
照
明
器
具
の
落
下
を
防

ぐ
。

・
陶
器
類
が
入
っ
た
食
器
棚
や
サ

イ
ド
ボ
ー
ド
な
ど
は
、
ガ
ラ
ス

静
か
な
生
活
を
突
然
お
そ
う
自
然
災
害
は
、
そ
の
発
生
を
事
前
に
予
測

す
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
困
難
で
す
。

し
か
し
、
災
害
が
起
き
た
と
き
、
一
人
ひ
と
り
が
あ
わ
て
ず
騒
が
ず
行

動
を
と
る
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
家
族
や
職
場
、
学
校
な
ど
で
訓
練
し
、
災
害
に
対
す
る
心

構
え
と
備
え
を
万
全
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

族
で
防
災
会
議
を

し
て
お
こ
う
！

家

に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
や
テ
ー

プ
を
張
り
、
棚
板
に
桟
を
つ
け

る
。

②
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
の
確
認

度
会
町
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
参

考
に
確
認
を
す
る
。

③
家
族
間
の
連
絡
方
法

い
つ
も
家
族
の
行
動
や
連
絡
先

を
把
握
し
て
お
く
。

念
の
た
め
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
『
１
７
１
』
の
利
用
方
法
を

確
認
す
る
。

④
防
災
訓
練
へ
の
参
加

各
機
関
で
開
催
さ
れ
る
訓
練
へ

ど
ん
ど
ん
参
加
し
よ
う
！

ま
た
、
家
庭
で
も
簡
単
な
訓
練

を
し
て
み
る
。

⑤
非
常
持
出
品
の
備
え

避
難
生
活
に
最
低
限
必
要
な
物

を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
非
常

持
出
袋
に
入
れ
て
、
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
場
所
に
備
え
る
。
ま
た
、

定
期
的
に
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

地
震
発
生
時
に
屋
内
に
い
た
と

き
は
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

自
分
か
ら
進
ん
で
防
災
活
動
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

最
初
の
大
き
な
揺
れ
は
約
１
分
間

①
ま
ず
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る

②
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
す
る

③
窓
や
戸
を
開
け
、
出
口
を
確
保

す
る

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら

あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

④
火
元
を
確
認
す
る

⑤
家
族
の
安
全
を
確
認
す
る

⑥
靴
を
は
き
、
室
内
の
ガ
ラ
ス
の

破
片
に
気
を
付
け
る

⑦
避
難
す
る
と
き
は
、
落
下
物
に

注
意
し
、
門
や
塀
に
は
近
寄
ら

な
い

家
族
の
無
事
を
確
認
し
た
ら

⑧
隣
近
所
に
声
を
か
け
、
協
力
し

合
っ
て
救
出
・
救
護
を
す
る

⑨
避
難
の
前
に
電
気
・
ガ
ス
な
ど

の
安
全
確
認
を
す
る

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い

⑩
正
し
い
情
報
を
つ
か
み
、
確
か

な
行
動
を
す
る

そ
の
時
の

ポ
イ
ン
ト

１０

地
震
発
生
！

防
災
会
議
を
す
る
家
族
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■
非
常
持
出
品
（
避
難
が
必
要
と

な
っ
た
時
、
ま
ず
最
初
に
持
ち

出
す
も
の
）

□
貴
重
品
（
現
金
・
預
貯
金
通
帳
・

印
鑑
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

□
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

□
非
常
食
（
乾
パ
ン
・
缶
詰
な
ど
）

□
紙
皿
・
紙
コ
ッ
プ
・
割
り
箸
・

ス
プ
ー
ン
な
ど

□
缶
切
り
・
栓
抜
き

□
懐
中
電
灯
（
一
人
に
一
つ
ず

つ
・
電
池
入
り
）

□
携
帯
ラ
ジ
オ
（
電
池
入
り
）

□
電
池
（
予
備
）

□
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー

□
ロ
ー
ソ
ク

□
救
急
・
医
療
品
セ
ッ
ト
（
持
病

の
薬
を
含
む
）

□
衣
類
・
靴

□
防
災
頭
巾
ま
た
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

□
軍
手

□
タ
オ
ル

□
ポ
リ
袋

□
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
（
テ
ィ

ッ
シ
ュ
）

□
洗
面
用
具

□
雨
具

□
生
理
用
品
・
紙
オ
ム
ツ

□
そ
の
他

■
備
蓄
品
（
災
害
復
旧
ま
で
の
数

日
間
（
最
低
３
日
）
分
準
備
）

□
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
一
人

一
日
３
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
な
ど
）

□
非
常
食
品
（
レ
ト
ル
ト
食
品
・

缶
詰
・
乾
パ
ン
・
菓
子
な
ど
）

□
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

□
鍋
・
や
か
ん

□
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

□
毛
布
・
寝
袋

□
ポ
リ
タ
ン
ク
・
バ
ケ
ツ

□
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

□
携
帯
ト
イ
レ

□
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

□
新
聞
紙

□
ロ
ー
プ

□
そ
の
他

■
簡
単
な
『
か
て
い
訓
練
』

地
図
の
上
で
災
害
を
想
像
し
、

家
族
で
そ
の
対
策
を
検
討
す
る
、

ゲ
ー
ム
感
覚
の
訓
練
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

▽
用
意
す
る
も
の

・
地
図
（
自
宅
周
辺
の
大
き
め
の

も
の
）

・
透
明
シ
ー
ト
（
厚
め
の
も
の
）

・
油
性
ペ
ン
（
太
字
・
細
字
・
さ

ま
ざ
ま
な
色
）

・
落
書
き
消
し
用
の
ス
プ
レ
ー
な
ど

・
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

▽
書
き
込
み
の
準
備

①
地
図
を
テ
ー
ブ
ル
や
床
に
テ
ー

プ
で
固
定
す
る
。

②
そ
の
上
に
透
明
シ
ー
ト
を
か
ぶ

せ
て
テ
ー
プ
で
固
定
す
る
。

▽
訓
練
の
仕
方

①
家
の
位
置
を
地
図
に
マ
ー
ク
す

る
。

②
災
害
時
に
、
家
族
が
集
ま
る
避

難
場
所
を
地
図
に
マ
ー
ク
す
る
。

③
自
宅
や
学
校
か
ら
の
避
難
コ
ー

ス
を
記
入
す
る
。

④
災
害
を
想
定
し
て
、
自
宅
周
辺

や
避
難
コ
ー
ス
に
あ
る
「
安
全
な

場
所
（
広
場
、
防
災
設
備
、
病
院

な
ど
）」
や
「
危
険
な
場
所
」
な

ど
を
確
認
し
、
記
入
す
る
。

⑤
修
正
し
た
い
場
所
は
、
落
書
き

消
し
用
の
ス
プ
レ
ー
な
ど
で
消
す
。

平成１３年度から町内の旧村単位別で実施してきた防
災訓練を、今年度は中川地区で行います。
今回は、度会町が平成１５年１２月に東南海・南海地

震の推進地域に指定されたことに伴い、防災について住
民のみなさんと一緒に考え、体験する参加型の防災訓練
を実施します。
訓練は、２部構成になっており、第２部は町内全域か

ら参加者を募集しますので、お気軽にご参加ください。

日 時　１０月１７日（日）〔小雨決行〕
午前６時５０分～１１時３０分

※予備日　１０月２４日（日）悪天候時のみ延期とします。
［第１部］

場 所　中川地区各地区
時 　 間　午前６時５０分～８時
内 容

・避難および安否確認、消火器・消火栓の扱い方
対 象　中川地区区民
そ の 他

・午前６時５０分に防災無線で架空の地震発生を放送し
ます。

［第２部］

場 所　中川小学校
時 間　午前８時３０分～１１時３０分
内 容

（講演）『地震に備え家庭でできることを考えよう』
～ 家族そろって考えてみませんか ～

　講師　県地震対策室　緊急支援グループ　北村純一氏
（体験）消火器・消火栓の扱い方、応急処置の方法、

非常食試食
（展示）災害パネル展示、防災グッズ展示・販売

そ の 他

・第２部に参加を希望される方は、１０月４日（月）ま
でに役場防災・情報課へお申し込み下さい。

・動きやすい服装でご参加ください。
・筆記用具をご持参ください。
主 催　中川地区各区・度会町
協力団体

伊勢市消防本部・三重県地震対策室・度会町消防団
申込・問合先

役場防災・情報課　（６２－２４２１）

中川地区防災訓練実施及び

参加者募集のお知らせ

ェックを！チ
定期的な
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喫煙者のほとんどが未成年で始めている！

和歌山県日赤医療センター池上医師

の調査によれば、喫煙の開始時期は、

早い人で中学１年生ごろから始めてお

り、２０歳までに９割の人が喫煙を始

めているという結果が出ています。

喫煙者のほとんどが、未成年で喫煙

を始めているということになります。

５歳 １０歳

１００％

５０％

０％
１５歳 ２０歳 ２５歳 ３０歳

喫煙開始の時期喫煙開始の時期喫煙開始の時期

25歳で98%

0

0.5

1.5

3.8

1.4

1.1
1.0

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

計画調査（1966～1982、日本、男）

55～59歳　

（喫煙開始年齢）
～14 15～ 20～ 30～ 非喫煙

（非喫煙者を1.0とした）
喫煙開始年齢別に見た死亡率

未成年者の喫煙が増えています。未成年者という成長期の身

体は、新陳代謝が活発で、たばこのニコチンやタールなどの有

害物質を取り込みやすくなっています。そのため、成長を終え

た成人になって吸い始めるよりも、たばこの害を強く受けてし

まいます。また、吸い始めが早ければ長期にわたって喫煙する

ことになり、将来病気になる危険性が高くなります。

未成年者は、少ない本数で習慣化しやすく、一度吸うことが

習慣になってしまうと、いざやめようとしても、いらいらし、

集中力がなくなり、吸わずにいられなくなります。

子どもが喫煙を始めるきっかけのひとつに「家庭内にたばこを吸

う人がいた」ということがあります。親に喫煙習慣があると、喫煙

に対する抵抗感がありません。たばこがすぐ手に届くところにあれ

ば、いつでも喫煙が可能であり、子どもの興味をそそることになり

ます。

子どもの前では吸わない、身近にたばこを置かない

など、未成年者に喫煙させないために、大人が良い見本を示すことが大切です。

学校禁煙化を考える 度会町養護部会
第３回 学校禁煙化を考える

前回は、喫煙がさまざまな病気や害を引き起こしていることをお知らせしました。今回は、未成年の喫煙の危険

についてお知らせします。

未成年者の喫煙はキケン！

大人がよい見本となろう！
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交通死亡事故多発警報

　発令中！
現
在
、
県
内
の
交
通
事
故
死
亡

者
は
、
昨
年
の
同
時
期
と
く
ら
べ

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通

事
故
死
亡
者
に
占
め
る
高
齢
者
の

割
合
も
、
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
三
重
県
交
通
対
策
協

議
会
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
多
発

警
報
を
発
令
し
、
注
意
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
の
重
点

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
対
策
の
推
進

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
追
放

9
月
２１
日
（
火
）
〜
３０
日
（
木
）

●
運
動
の
重
点

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
対
策
の
推
進

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

交
通
安
全
街
頭
指
導
を
実
施

町
で
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
街
頭
指
導
を
実

施
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時　

９
月
25
日
（
土
）　

午
前
７
時
30
分
〜

▽
開
催
場
所　

大
野
木
地
内
交
差
点
付
近

叙 勲

故荻田庄一郎さんが

旭日単光章を受章

平成１６年５月に死去されました
『元度会町議会議員』荻田庄一郎さ
ん（栗原）が、旭日単光章を受章さ
れました。
荻田さんは４期１６年村議会およ

び町議会議員として、永きにわたり
豊富な経験と政治信念を持って町の
発展に貢献されました。

玉村 哲さんが防犯功労賞を受賞
去る８月１０日、駐在所連絡協議会会長の玉村哲さん（田間）

が、伊勢度会地区生活安全協会と伊勢警察署から『防犯功労賞』
を贈呈されました。
この受賞を受け、玉村さんは「駐在所との連携を大切にし、

今後も地域の安全・安心まちづくりに協力したい。」と、防犯
活動の推進に対する思いを語ってくれました。
おめでとうございました。

安全運転にこころがけましょう
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西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

８
月
19
日

地
に
腰
を
ど
か
と
据
え
た
る
種た

ね

茄な
す

子び

葛　

原　

中
井　

和
子

水
に
浮
く
ト
マ
ト
の
軸
の
青
さ
か
な

大
野
木　

串
田　

冬
扇

念
仏
の
揃
ふ
鉦

し
ょ
う

の
音ね

堂
涼
し

　
　
　
　

茶
屋
広　

河
村　
　

鈴

炎
昼
に
出
て
ゆ
く
眼
鏡
か
け
な
お
す

上
久
具　

柳
谷　

静
雄

猛
暑
か
な
子
犬
に
も
あ
る
指
定
席

立　

岡　

牧　
　

明
子

母
の
留
守
盆
の
用
意
の
は
か
ど
ら
ず

田　

間　

村
山　

和
美

豆
腐
屋
の
ラ
ッ
パ
に
急
ぐ
夏
帽
子

麻
加
江　

中
村　

和
代

杣そ
ま

地じ

蔵ぞ
う

目
鼻
も
分
か
ず
苔こ

け

の
花

長　

原　

中
西　

定
雄

移入種を
放さない！
　　逃がさない！ 
　広げない！

外
国
な
ど
他
の
地
域
か
ら
移
さ

れ
た
生
物
を
移
入
種
と
い
い
、
中

に
は
も
と
か
ら
い
た
生
物
に
対
し

て
様
々
な
悪
い
影
響
を
与
え
、
そ

の
地
域
の
生
態
系
を
変
え
て
し
ま

う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

近
年
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
わ
れ

て
い
た
動
物
や
昆
虫
な
ど
が
、
野

原
や
山
、
川
に
捨
て
ら
れ
て
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
飼
主
に
よ
っ

て
捨
て
ら
れ
た
移
入
種
が
野
生
に

定
着
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
を
捕

ま
え
て
、
も
と
の
自
然
を
取
り
戻

す
に
は
、
大
変
な
労
力
と
費
用
が

必
要
で
す
。
移
入
種
問
題
は
、
人

の
行
動
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
を
理
解
し
、
ペ
ッ
ト

を
飼
う
と
き
に
は
、
習
性
等
を
よ

く
考
え
て
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ

て
育
て
る
と
い
う
心
構
え
が
必
要

で
す
。

詳
し
く
は
、
県
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
1.eco.pref.m

ie.jp/

shizen1/alien/

▽
問
合
先

・
移
入
種
に
つ
い
て

県
環
境
森
林
部
自
然
環
境
室

（

０
５
９
―
２
２
４
―
２
５

７
８
）

・
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て

南
勢
志
摩
県
民
局
保
健
福
祉
部

衛
生
指
導
グ
ル
ー
プ
（

２
７

―
５
１
５
１
）

『バザールわたらい』

民営化へ！

町営レストラン『バザールわた

らい』の経営形態が、１０月から

民営へと変わります。営業内容は、

今までと変わりませんので、今後

ともよろしくお願いします。

県
内
河
川
で
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ

イ
ル
ス
（
Ｋ
Ｈ
Ｖ
）
病
の
発
生
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
ま

ん
延
防
止
の
た
め
、
三
重
県
内
水

面
漁
場
管
理
委
員
会
か
ら
、
次
の

と
お
り
委
員
会
指
示
が
発
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
遵
守
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
河
川
な
ど
か
ら
コ
イ
を
持
ち
出

し
て
放
流
し
な
い
。

②
コ
イ
の
放
流
は
、
で
き
る
か
ぎ

り
差
し
控
え
る
。
放
流
す
る
と

き
は
、
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受

け
、
安
全
性
を
確
認
す
る
。

③
コ
イ
を
河
川
な
ど
に
放
棄
し
な

い
。

※
指
示
の
期
間
は
、
平
成
17
年
７

月
８
日
ま
で

な
お
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
病
は
、
コ
イ
特
有
の
病
気
で
あ

り
、
他
の
魚
や
人
に
は
感
染
し
ま

せ
ん
。

ま
た
、
感
染
し
た
コ
イ
に
ふ
れ

た
り
食
べ
た
り
し
て
も
人
体
に
は

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
先　

役
場
産
業
振
興
課

（

６
２
―
２
４
１
６
）

コイヘルペスウイルス病の
まん延防止にご協力ください
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去る７月２６日、役場大会議室において全国・関西茶品評会に出品

される茶（見本）の求評会が行われました。県の茶関係者によって、

外観、水色、香気、滋味について審査され、概評をいただきました。

その後、奈良県で開催された関西茶品評会煎茶の部において、廣毅

さん（棚橋）が１等で全国茶商工業協同組合連合会理事賞を受賞されました。また、中村順一さん（棚橋）、

中西善行さん（平生）、大西保さん（棚橋）、畑中勇作さん（立岡）もそれぞれ３等を受賞されました。

去る７月１８日、長原自主防災会では、平成１４年に結成した自主

防災会の一部役員交代にあわせて、役員２６名により災害時の危険箇

所や用排水路の点検などを行いました。

長原では、集落排水が、溜池のかんがい用水路と兼ねているため、

降雨時には、水路堰の調整が必要となることから、毎年この時期に、

堰の点検と訓練が実施されています。

長原自主防災会が災害時の危険箇所や用排水路を点検

自主防災活動中！

茶品評会にむけて求評会

～関西茶品評会で１等受賞　廣毅さん～

去る８月１３日から１５日の３日間にわたり、新潟県上越市で開催

された、第１２回中日本中学生ソフトボール大会で、度会中学校女子

ソフトボール部が、天候の都合により決勝・準決勝こそ行われません

でしたが、ベスト４（最終）という成績を残しました。

去る８月６日から１０日の５日間にわたり、滋賀県守山市

で開催された、第１８回全国小学生ソフトボール大会で、中

川スポーツ少年団女子ソフトボール部が、ベスト８という好

成績を残しました。

中川女子ソフトボール部

全国大会でベスト８

中日本大会でベスト４
度会中学校女子ソフトボール部
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わが家のエンジェルを募集！
10 月以降に満１歳を迎える子どもさんの写真を募集しています。

お知らせ9月

September
市民公開講座『骨と関節の日』を開催

開催日時　１０月１６日（土）午後２時～４時
開催場所　伊勢市生涯学習センター（いせトピア）
内　　容　・講演　『腰痛について』

～あなたの腰は大丈夫ですか～
　　　　　　・健康相談
※当日受付にて申込み
問 合 先　三重県整形外科医会事務局
　（０５９－２２６－２２７７）

伝承あそび教室『おじいちゃん、おばあちゃんと遊ぼう』を開催

開催日時　９月３０日（木）
午前１０時～１１時３０分頃

受付時間　９時４５分～
内　　容　おてだま・おりがみなど
開催場所　町子育て支援センター（保健センター棟内）
対　　象　保育所に行っていないお子さんとその保護者
募集定員　２０組
申込期間　９月２１日（火）・２２日（水）・２４日（金）

午前９時～午後４時
申込・問合先　町子育て支援センター
　（６２－１１１２）

日本まんなか共和国男女共同参画サミット

～２００４三重～の参加者募集

開催日時
・１０月３０日（土）午後１時３０分～４時３０分
・１０月３１日（日）午前１０時～午後４時
開催場所　三重県総合文化センター内　フレンテみえ
申込期限　１０月１０日（日）
入 場 料　無料
託 児 所　有り
※要申込（１０月１０日締切）、０歳～就学前、定員
２０名程度、託児料１，０００円
申込・問合先　日本まんなか共和国男女共同参画サミッ
ト実行委員会事務局（０５９－２３３－１１３０）

ハローワーク伊勢障害者就職面接会を開催

伊勢公共職業安定所では、求職中の障害者の方を対象
に障害者就職面接会を開催します。
開催日時　１０月８日（金）午後１時～３時３０分
開催場所　伊勢パールピアホテル
問 合 先　伊勢公共職業安定所（２７－８６０９）

行方不明者を捜す相談所を開設

三重県警察では、身元のわからない死者の身寄りを捜
す活動を行います。
○家出をして自殺のおそれのある人
○何年も消息のない人
など、その安否を気遣っておられる家族や身内の人は、
相談所へお越しください。
常設相談所　三重県警察本部刑事部鑑識課（庁舎４階）
臨時相談所
・開設日時　９月１５日（水）　午前１０時～午後４時
・開設場所　松阪警察署
問 合 先　三重県警察本部刑事部鑑識課
（０５９―２２２―０１１０）

危険物取扱者試験と予備講習会を開催

伊勢市消防本部予防課では危険物取扱試験乙種（全類）
と、丙種試験を開催します。また、試験の予備講習会も
開催します。
◎危険物取扱試験
開催日時　１１月２１日（日）
開催場所　皇學館大学
申込期間　９月３日（金）～１５日（水）
※願書は、伊勢市消防本部、各分署、各出張所に設置し
てあります。
◎予備講習会
開催日時　１０月９日（土）　午前９時～午後５時
開催場所　伊勢市生涯学習センター（いせトピア）
申込期間　９月３日（金）～１０月４日（月）
定　　員　１００人
受 講 料　・一般受講者　１，０００円
　　　　　　・防火協会会員　無料
※希望者には２，６００円で教材を販売します。
申込・問合先
伊勢市消防本部予防課（２５－１２６３）

オムニバス・ハートフル・ＳＯトーチランを開催

ボランティア団体どんぐりの会では、毎年行われる「障
害者の日の集い」にトーチランを開催します。
開催日時　１０月９日（土）

午前１０時３０分～午後２時
開催場所　宮リバー度会パーク

（雨天の場合は度会養護学校体育館）
開催内容　トーチラン、踊り、バザーなど
問 合 先　どんぐりの会（６２－０８９４）
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９月の町税 国民健康保険税　第 ５ 期

おめでた

シリーズ今夜の夕食

肥満予防の料理
度会町食生活改善推進協議会

材料（４人分）

魚切り身（たら、さわらなど）

 ４切れ

酒 大さじ１

しめじ 小１パック

たまねぎ 小１個

さやいんげん ８本

　　
みそ 大さじ１

Ａ　マヨネーズ 大さじ２

　　唐辛子 少量

アルミホイル（１５ｃｍ長さ）

４枚

作
り
方

肥満は、さまざまな生活

習慣病の要因になります。

日頃から、野菜の摂取な

どに心掛け、楽しい食生活

をしてください。

魚は水気をふきとり、酒をふりかける。
しめじはいしずきをとり、適宜ほぐす。たまねぎも厚さをそろえて薄切り
する。さやいんげんは茹でて、３長さの斜め切りにする。

アルミホイルの中央に②のたまねぎと①の魚を順にのせ、残りの②の具を
重ねる。上にＡをのせ、アルミホイルの上下、左右を折りかえし軽く包む。

オーブントースターで１２分蒸し焼きする。器に盛る。

魚のホイル包み焼

●問い合わせは、町保健センター、子育て支援センター（62－1112）まで●

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　kosodate@town.watarai.mie.jp

わたっこ広場開放

10月１日（金）、10月15日（金）

時　間：午前10時～正午

場　所：町子育て支援センター

対　象：保育所に行っていないお子

さん

10月25日（月） 麻加江生活改善センター
10月26日（火） 町保健センター
受付時間：午前８時～１０時
申　　込：10月12日（火）～20日（水）
　　　　　に町保健センター

胃ガン検診

地区巡回広場わたぼうし

10月18日（月） 一之瀬公民館

10月19日（火） 麻加江生活改善センター

10月22日（金） 中央公民館

時間：午前10時～11時30分頃

内容：保育士による手遊び、自由遊

び等

対象：保育所に行っていないお子さん

受　付：午後１時30分～２時
場　所：町保健センター
乳児健診の対象：原則として
・２か月児健診
平成16年８月生まれのお子さん
・７か月児健診
平成16年３月生まれのお子さん
・12か月児健診
平成15年10月生まれのお子さん
育児相談の対象：原則として偶数月

生まれの１歳まで
のお子さん

乳児健診および育児相談
10月20日（水）

遊・友・YOUくらぶ

10月７日（木）《ひよこグループ》

10月８日（金）《うさぎグループ》

時　間：午前10時～正午ごろ

場　所：町子育て支援センター

※初回のみ要申込み

保健・子育て支援情報保健・子育て支援情報

７月中に届出のあった方（敬称略）

 子の名前 保護者名 字名

松井　夏
か や

夜 浩希 大野木

中野凌
りょうたろう

太郎 敦規 葛　原

枡田日
ひ な か

菜果 拓也 棚　橋

谷口　諒
りょうや

弥 亘 葛　原

山根　由
ゆ い

衣 久典 田　口

中村連
れんたろう

太朗 彰 大野木
受　付：午後１時～１時20分
場　所：町保健センター
対　象：平成15年２月・３月生ま

れのお子さん

１歳６か月児健康診査
10月６日（水）

おくやみ

７月中に届出のあった方（敬称略）

 名　前　 年齢 字名

大釋　ふみ ８３ 脇　出

橋　とよ ８８ 市　場

宮　いね ７９ 大野木

小牧　ヤヱ ８３ 川　上
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 広
報
わ
た
ら
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

か
がやけ！

びと　

た
らい

　
27

西 村　真
まな

 美
み

 さん（大野木）3０歳／O型
　　　 一

かず

 真
ま

 くん ３歳／O型

　　　 香
か

 那
な

 ちゃん ８か月／O型

伊勢市から嫁いできました。

度会町は、実母の出身地なので子どものころから親しみがあります。

今 月 の 表 紙

　去る８月１５日夜、麻加江慶林寺の境内でかんこ踊り
が行われました。
　踊りも終わりに近いころ、浴衣姿に花笠をつけた童女
たちが、綾竹という２本の棒を手に持ち、綾おどりを舞っ
ていました。機織りをテーマとした江戸の若者と姫君の
恋物語と言われています。
　夜更けまで繰り広げられる伝統行事は、訪れた観客を
魅了していました。

一
日
一
歩

広
報
の
担
当
に
変
わ
っ
て
、
は

や
１
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
慣
れ

な
い
取
材
に
、
ド
キ
ド
キ
、
ハ
ラ

ハ
ラ
の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

広
報
の
取
材
と
い
う
こ
と
で
皆

さ
ん
に
親
切
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
聞
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
広
報
を
担
当
さ

せ
て
も
ら
っ
て
、
す
ご
く
ラ
ッ
キ

ー
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
で
皆
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

子どもを

生んだとき

一真は自然分娩だったのですが、香那は前置胎盤のため帝王切開でし
た。出産前の2か月間、絶対安静の入院生活でとても大変でした。しかし、
その間に一真は大きく成長したように思います。夫も、育児の大変さを知っ
て、今はよく協力してくれるようになり、助かっています。

子育てに

ついて

あっという間に毎日が過ぎていきます。兄妹が仲良く遊んでいる姿を見
るのがとても楽しいです。
たまに、しつけのために怒ることもありますが、そのことで自分自身、
反省させられることもあります。また、子どもに慰められることもよくあ
ります。
近所に住んでいる義父母にも、いつもいろいろ助けていただいて感謝し
ています。

度会町の

行事について

度会町は、他の市町村よりも町の行事が多いように思います。
私たち親子も、子どもが保育所へ行くようになる前に、友達がいるとい
いかなぁと思って、サークルや未入所幼児交流会などいろいろな行事に参
加しています。他のお母さんたちと友達になれるし、子育てなどいろいろ
相談したり、ストレスも解消できて、とても良い場所であると思っています。
もちろん、一真もいっしょに参加しているお友達の名前が言えるくらい
大好きで、子どもにとっても楽しみの場所となっています。

一真くんから一言 野菜と祭りが大好きな僕。見かけたら声をかけてね！

香那ちゃんから一言 よろしくね！

町のうごき
人　口 男　4,579（＋ 7） 出生　 6

女　4,863（－ 2） 死亡　 4
計　9,442（＋ 5） 転入　15

世帯数2,736（＋ 2） 転出　12

平成16年7月31日現在
（　　）内は前月比


